
「野球って楽しい！」
　米大リーグ・ドジャースの大谷翔平選手から全国の小学
校に届けられたグローブ。
　このグローブを使った「ベースボー
ル型授業」が２月29日、旧本城中学校
体育館で行われました。
　延岡市立東小学校の宮田諒先生を
講師として招いたこの授業に参加し
たのは本城小学校と都井小学校の５・
６年生。未経験の児童でも取り組め
るよう、簡単なウォーミングアップ
から始まり、試合では実際にグロー
ブを使いプレーを楽しんでいました。
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もくじ C O N T E N T S

今月の表紙

　　有明小児童が台湾児童と交流１　３1

　有明小学校の５・６年生は、台湾から訪れた児童と
交流しました。国際交流を目的に台湾側が市に依頼し
実現。台湾北西部の苗

びょう
栗
りつ

県にある２つの小学校の４年
生から６年生までの約２０人が参加し、折り紙やお手
玉、けん玉を、有明小の児童に教わりながら一緒に楽
しみました。５年生（当時）の津曲美

み
音
お

さんは「ジェス
チャーをしながら簡単な言葉を話して交流できてうれ
しかった」と笑顔で話していました。台湾の児童は同
月３０日に、福島小学校の児童とも交流しました。

　国の重要文化財に指定されている旧吉松家住宅で毎
年行われている「吉松邸ひなまつり」を前に、串間中
学校・福島高校のインターアクト部がひな壇飾りの設
置を行いました。生徒らは職員の説明後、外蔵や居間
などへと移動し完成イメージを見ながら着々と設置に
励んでいました。部員ら２０名の約３時間におよぶ作業
により、約２０基のひな壇飾りが完成しました。同高校
インターアクト部部長の宮田朱

あか
理
り

さんは「去年も参加
したが種類によって置く人形も変わるので難しかった。
来た人にきれいだと思ってもらえたらうれしい」と話
していました。

　県南工業開発地域推進協議会は、県南事業所を対象に例
年開催している「県南地区地場企業等意見交換会」を日南
テクノセンターで開催しました。第１部では地元高校生に
よる地域産業についての発表が、第２部では「人材確保の
change&challenge」というテーマをもとに講師による講
話やパネルディスカッションが行われました。パネルディス
カッションでは、参加者が自身のスマートフォンから質問を
リアルタイムで投稿する形式をとり、投稿した質問を交えな
がら進行されました。参加者から日頃抱えている人材確保
の悩みやパネラーが行っている取り組みなどについて、積
極的に質問が投稿され、熱意のある意見交換会になりました。

　北方・秋山地区の地域連携組織「北方秋山郷の会」は、
シイタケの駒打ち体験を秋山小学校で行いました。同校
は2025年３月の休校が決まっており、休校前に記念と
なる体験をさせてあげたいと同会が初実施。参加した５
年生２人（当時）は、会員のアドバイスを受けながら約３０
本のクヌギのほだ木に縦５センチ、横２０センチの間隔で
チョークで印を付け、電動ドリルを使って開けた穴に、金
づちで種駒を打ち込んでいました。大山正

まさ
宗
むね

くんは「初
めて体験して、真っすぐ打ち込むのが難しかったけどき
れいにできてよかった。シイタケは焼いて食べるのが好
き。大きくなるのが楽しみ」と笑顔で話していました。

　　秋山小児童がシイタケ駒打ちを体験２　５

TOPICS
くしまトピックス

　本市と宮崎日日新聞社は、SDGsの推進に向けた連
携協定を締結しました。本市は2020年、二酸化炭素
排出量実質ゼロを2050年までに目指す「ゼロカーボ
ンシティ」を県内の自治体で初めて宣言しています。
今回の協定に基づき、同社と連携して市職員や市内
企業向けのSDGsセミナーや小中高向けのN

エヌ
I

アイ
E
イー
（教

育に新聞を）活動、推進イベントの周知などを実施し、
SDGsの普及をさらに推進していく予定です。市役所
で行われた協定締結式で河

かわ
野
の

誠
せい

司
じ

社長は「SDGsを推
進していけば質の高いまちづくりができると思う。市
と連携して取り組んでいきたい」と話していました。

　　SDGsのさらなる推進へ連携２　1６

　本市教育委員会と志布志市教育委員会は学校教育、社会
教育、生涯学習、スポーツや文化などの分野で協力し、学校
や地域における教育の充実・発展に寄与することを目的に連
携協定を締結しました。志布志市役所で行われた締結式で
は、本市の吉松俊彦教育長らと志布志市教育委員会福田裕
生教育長らが出席し、両市の立会人が見守る中、調印が行わ
れました。この締結について福田教育長は「今日のこの日を
スタート地点として、両市がこれまで以上に教育の充実振興
に向かって一生懸命頑張っていけたら」、吉松教育長は「お
互いが情報交換をし、鹿児島県の教育に関して情報収集をし
て宮崎県にないものを吸収していきたい」と話していました。

　　�本市と志布志市が�
県の垣根を越えて協定を締結

２　８

　　�色とりどりのひな壇飾りが�
旧吉松家住宅を彩る

２　1７　　�県南の企業が集まり、�
人材確保の取り組みを知る

２　２２

野球
できたよ！
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代
だい

口
ぐち

 陽
よう

裕
すけ

くん

3  Kushima City Public Relations, 2024.4, Japan 広報 くしま 　2024 年４月号  2


